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Iain Couzinによるモデル

Collective Memory and Spatial Sorting in Animal Groups,
Iain D. Couzinnw, Jens Krausew, Richard Jamesz, Graeme D. Ruxtony 
and Nigel R. Franksz,  J. theor. Biol. (2002) 218, 1–11.

より現実的なBoidsを作りたい

Collective memoryを実装する

◼ 集団構造の過去の履歴が個体間の相互作用に影響
する

 参照ビデオなど

◼ http://youtu.be/_2WqH_HUxz8

◼ http://icouzin.princeton.edu/

◼ http://vimeo.com/31158841

http://youtu.be/_2WqH_HUxz8
http://icouzin.princeton.edu/
http://vimeo.com/31158841


モデルの基本原則

Rule1: 全個体は常にお互いに最初距離を維持
する（回避行動）

◼ 最大の優先度

◼ 実際の生物で観測される行動である

Ruel2:もしも上の規則を遂行しないならば、他の
個体に惹きつけられやすく、かつ近隣個体と並ぶ
傾向がある

◼ 孤立化を避ける



Blind Spot

Individual Based Model (IBM)

Repulsion

Orientation

Attraction

個体の周囲のモデル化



Individual Based Model (IBM)
個体の周囲のモデル化



Local Interactions



更新ルール （１）

Zor (zone of repulsion)に個体がいるとき

最大の優先度

個体j方向への単位ベクトル

次に動くべき方向

Zorにいる個体数



Zor (zone of repulsion)に個体がいないとき

◼ Zooに対して

◼ Zoaに対して

ただしこれはblind spot を除いて求める

更新ルール （2）

Zooにいる個体数

個体j方向への単位ベクトル



Blind spot

Zooの領域は変化
する

Blind Spot



Zooのみに個体がいるとき

Zoaのみに個体がいるとき

両方に個体がいるとき

いずれにも個体がいないとき

更新ルール （2）:続き

次に動くべき方向



をランダムな角度分動かす

◼ ガウス分布、標準偏差はσ

各個体iは    によって方向
を変える

◼ ただし、最大の回転角 を超えるときは、この角
度までとする

各個体の移動速度は一定のsとする

更新ルール： 最後の調整



シミュレーションのパラメータ



実験結果
swarm               torus

parallel                   highly parallel



Swarming

Zooの領域が狭い



Torus (ring-doughnut) 

Zooが中間の大きさ



Directed Shoal

Zooが大きな領域



Swarming



Torus



parallel



鳥と魚の群れを制御しよう

(7.2節) Couzinアルゴリズム のシミュレーション

◼ Swarm

◼ Parallel

◼ Torus
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